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●凡例… 日時（日程）、 会場・場所、 内容、 対象・定員、 講師、 出演、
　　　　 費用（記載の無い催しは無料）、 持ち物、 申し込み、 問い合わせ
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改定後の公的年金等の所得金額の求め方

年齢65歳未満　　　　　　　　　　　　　　　　年齢65歳以上

　公的年金等収入金額　　　所得金額　　　 公的年金等収入金額　　　  所得金額

　　130万円以下 　　　年金収入－70万円　　　　330万円以下 　　 年金収入－120万円

　　410万円以下　　　　　　　　　年金収入 ×0.75 －  37万５千円

　　770万円以下　　　　　　　　　年金収入 ×0.85 －  78万５千円

　　770万円　超　　　　　　　　　年金収入 ×0.95 －155万５千円
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◆まちの美化にご協力を
　快適な生活環境を守るため、市では市
民の皆さんと連携して各種の啓発活動に
取り組んでいます。また、各自治会から
推薦いただきました81人のかたを美化推
進員さんとして委嘱、美化活動に取り組
んでいただいています。マナーを守り、
ポイ捨てのない美しいまち芦屋の実現に
ご協力ください。空き缶やバス停留所で
のタバコの吸い殻等のポイ捨てはやめま
しょう。飼い犬を散歩させるときはふん
を処理するための用具を持ち、ふんを持
ち帰り処理しましょう。
生活環境部総務課(緯38-2050)

◆井戸水を利用している皆さんへ
　井戸水は、渇水や災害時には非常用水
として広く利用されるなど用途はいろい
ろありますが、飲用に使用する場合には、
県や市では安全性が確認されている水道
水の利用を勧めています。井戸水は、年
に最低１回は、定期的に水質検査をする
ようにしましょう。また、検査項目や検
査料金等については、下記へお問い合わ
せください。
芦屋健康福祉事務所薬務・生活衛生課
(緯32-0707)

◆「走る県民教室」参加団体募集
県の対象施設などを見学する地域団体に、
バス借上げ費用の半分を県が補助（１日コ
ース５万円、１泊２日コース10万円限度）※
今期は「ふれあいフェスティバル2005」、
「コウノトリ翔ける但馬まるごと感動市」、
「北はりま交流の祭典」なども対象になり
ます。　 阪神南地域内自治会・高齢者・女
性・青少年などの地域団体（20人以上）　
８月22日～９月２日までに右記へ　 阪神
南県民局調整課(緯06-6481-4543)

◆「大王の棺」船団が芦屋へ寄航
古代史復元の実験航海として、「大王
の棺」や石棺を陸送する「修羅」、石棺
を載せる「台船」、それらを曳航する古
代船「海王」が、７月24日に熊本を出航
し、芦屋港へ寄航します。古代のロマン
をお楽しみください　 ８月25日(木)17
時(予定)　 ベルポート芦屋(海洋町３)
直接会場へ　 生涯学習課(緯31-9066)

◆「敬老会」を開催
９月11日(日)　 ルナ・ホール　 ①
今年70歳(昭和10年生まれ)のかた②今年
数えの77歳(昭和４年生まれ)のかた③今
年数えの88歳(大正７年生まれ)のかた④
今年数えの99歳(明治40年生まれ)のかた
※対象のかたにはご案内のはがきを送付
高年福祉課(緯38-2044)

◆谷崎潤一郎記念館からのお知らせ
谷崎潤一郎記念館(緯23-5852)
【「源氏物語」原典を読む講座】
８月22日(月)10時～12時　 市民セン
ター 401室　 京都橘大学教授・鈴木紀
子氏　 1,600円(２回分)　 直接会場へ
【谷崎潤一郎作品朗読会】
９月１日(木)13時30分～15時　 記念
館講義室　 痴人の愛③　 朗読グルー
プＲＳＴ　 入館料300円　 直接会場へ

◆芦屋川カレッジ公開講座
９月７日(水)13時15分～14時45分　
市民センター 401室　 日本におけるド
イツ年「ドイツの起源」　 京都大学教授
・南川高志氏　 先着60人　 300円　
電話かファクスで右記へ　 公民館(緯
35-0700/FAX22-6924)

◆子育てに役立つ心理学講座
①９月15日(木)②29日(木)10時～12時
女性センター市民企画講座①自分を知
る手がかり②あなたの言葉かけは大丈
夫？　 尾野田かよ氏、岡部記代子氏　
30人　 電話等で講座名・住所・氏名
・電話(ファクス)番号を右記へ　 女性
センター(緯38-2023/FAX38-2175 〒659-
0092 大原町2-6ラ・モール芦屋２階)

個人市民税・県民税(第２期分)
／課税課市民税担当　緯38-2016

法人市民税・事業所税(６月30日決算の法
人等)　　／課税課管理担当　緯38-2015
個人事業税(第１期分)　　　　　／尼崎
県税事務所個人課税課　緯06-6481-4175
国民健康保険料(第２期分)
／保険年金課保険担当　緯38-2035

毎月20日は

「阪神地域ノーマイカーデー」

環境にやさしいドライブマナーを

問い合わせ 
　ラポルテ市民サービスコーナー　緯31-3130

■窓口ご利用時間

　平日(月～金曜日)　午前10時～午後７時

　土・日・祝日　　　午前10時～午後５時

■８月の休業日　８月17日(水)・18日(木)

■交付内容　住民票の写し・印鑑登録証明書

　・戸籍謄抄本・市民税県民税課税証明書・

　固定資産課税台帳記載事項証明書など

【ご注意】土・日・祝日と、平日の午後５時

　　　　15分以降、戸籍謄抄本・税務証明等

　　　　は取り次ぎで発行します。各種届出

　　　　・登録の手続きは、市役所市民課へ。

お気軽にご利用ください
ラポルテ市民サービスコーナー

増え続ける「消費者トラブル」

相談件数は５年間で４倍に！
●平成16年度に、消

費生活センターへ寄

せられた消費生活相

談の件数は1,990件

で、前年度に比べる

と529件の増加、平成

11年度から見ると約

４倍にもなります。

消費生活相談件数の推移

点
検
商
法
や
次
々
販
売

第19回  芦屋市民絵画展作品募集
■作品受付　９月４日(日)午前10時～午後４時／市民センター 301室　■対象

市内在住・在学(高校生以上)・在勤のかた　■募集作品　絵画(日本画・洋画)

※自作で未発表の作品。50号(116.7㎝×90.9㎝)以内。額装し、丸ひもか平ひも

をつけること　■出品料　500円(１人１点のみ)　■展示　９月７日～11日／

市民センター 301・302室(午前９時～午後７時、最終日は午後３時まで)

問い合わせ　文化振興財団　緯31-4962

４月から「消費生活条例」施行
　消費者問題の複雑・多様化、深刻化に対応するため、兵庫県は昭和49

年制定の「消費者保護条例」を全面的に見直し、「消費生活条例」とし

て今年４月１日より施行しました。

【改正の主なポイント】

◆下記の消費者の権利を尊重し、自立支援の施策を推進

　①基本的な需要が満たされること

　②健全な生活環境が確保されること

　③安全が確保されること

　④自主的かつ合理的な選択の機会が確保されること

　⑤適正な取引条件が確保されること

　⑥必要な情報が提供されること

　⑦必要な消費者教育の機会が提供されること

　⑧意見が消費者政策に反映されること

　⑨被害が生じた場合には適切かつ迅速に救済されること

◆事業者指導の強化

　①不当な取引行為の指定を拡充し、56項目の「勧誘行為」「契約内容」「債

　　務の履行」「契約解除」「与信行為」についての不当な取引行為を定

　　めました。違反事業者に対しては、指導・勧告を行います。56項目

　　の内容は、例えば高齢者や若者の場合では、「判断力不足に乗じる勧

　　誘」「知識・経験・財産・収入等の状況に適合しない勧誘」「返済不

　　能に陥ることが明らかなものとの契約」などがあります。

　②被害の発生・拡大防止のため緊急を要するときは、事業者名等の情

　　報を提供します。

　③勧誘時に虚偽の説明をしている疑いのある事業者には、効能・効果

　　の裏付資料の提出を求め、提出しなければ虚偽の説明とみなし、不

　　当取引行為として措置します。

◆県民からの申出制度の創設

　　県条例に照らし、「消費者の権利」が不当に侵されているときは、

　知事に対して適当な措置をとるよう申し出ることができます。

◆消費者訴訟援助規定の見直し

　　消費者が事業者を相手に提起する訴訟に加え、事業者から提起され

　た訴訟も、援助の対象となりました。

「個人情報保護法」施行
　社会のＩＴ化が進む中で、個人情報の流出によるさまざまな問題が起

きています。この法律は、ＩＴ社会の中で個人の権利や利益を保護する

ことを目的に平成15年に成立し、今年４月から全面施行されています。

「個人情報保護法」では次のことが決められています。

◆不正な手段によって個人情報を取得してはいけない。

◆利用目的以外に個人情報を利用してはいけない。

◆本人の同意なしに個人のデータを第三者に提供してはいけない。

◆個人情報の流出を防ぐための安全管理者措置をとらなければいけない。

◆消費者は個人情報取扱事業者に対して個人データの開示・訂正・利用

　停止を要求することができる。

問い合わせ　消費生活センター (経済課内)　緯38-2034

　順　位　　　　　　　商品・役務内容　　　　　　　　　　　16年度相談件数　(15年度)

　第１位　　電話・インターネット関連サービス　　　　　　　　　９６９件　(３６１件)

　　　　　　有料サイト、プロバイダ、迷惑電話・メール等

　第２位　　賃貸住宅・マンション等の契約トラブル、　　　　　　　８９件　(　８６件)　

　　　　　　不具合等

　第３位　　サラ金・ヤミ金・クレジット等金融関連　　　　　　　　８７件　(１４１件)

　第４位　　住宅の修理・リフォーム工事　　　　　　　　　　　　　４１件　(　６１件)

　第５位　　アクセサリー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２６件　(　１２件)

　第６位　　各種資格講座・学校・教室　　　　　　　　　　　　　　２２件　(　３７件)

　第７位　　エステ（美顔、美容、脱毛、痩身等）　　　　　　　　　２２件　(　２５件)　

　第８位　　生命保険・損害保険　　　　　　　　　　　　　　　　　２０件　(　２７件)

　第９位　　健康食品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１８件　(　１４件)

　第10位　　新聞（契約・解約のトラブル等）　　　　　　　　　　　１７件　(　２３件)

困ったときは
お早めに

消費生活センターへ

【消費者を守るクーリング・オフ制度】

　訪問販売・電話勧誘販売などで契約

してしまった場合、契約書面を受け取

ってから８日以内（マルチ商法・内職商

法は20日以内）であれば無条件で解約

できるクーリング・オフ制度がありま

す。はがきに解約通知を書き、郵便局

から配達記録郵便で出しましょう。

【消費者契約法】

　①不実を告げられた。

　②不利な情報を知らされなかった。

　③不確実なこと(絶対儲かるなど)を

　　断定的に告げられた。

　④「帰って欲しい」「帰りたい」と

　　言ったが聞いてくれない。

　上記のような状況で契約してしまっ

た場合は、その事実を立証すれば、契

約を取消すことができます。

　また、消費者に一方的に不利な契約

条項等が無効にできます。

　昨年度の相談のうち、不当請求に関する相談が全相談の約50％を占めています。はがき・メール等による、

有料サイト利用料や通信販売料金等の架空請求や、パソコン・携帯電話等に届いたメールへのワンクリックで

登録料の請求がきた等の相談、中でも30代や40代の女性への請求が多く、前年度の２倍以上に増えています。

また、高齢者や若者層の被害が目立っていました。今回の事例等を参考に、ご注意ください。
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友
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石

　

三
種
類
は

【
事
例
】
突
然
、
覚
え
の
な
い
会
社
か
ら
レ

ジ
ャ
ー
会
員
の
カ
ー
ド
が
普
通
郵
便
で
届

い
た
。
私
の
名
前
や
会
員
番
号
が
記
載
さ

れ
て
い
た
。
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
契
約
を
し
た
会

社
か
ら
情
報
が
流
れ
た
よ
う
だ
。

【
事
例
】
住
宅
展
示
場
で
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答

え
た
。
個
人
情
報
は
流
出
し
な
い
と
書
い

て
あ
っ
た
の
に
、
別
の
住
宅
会
社
か
ら
勧
誘

の
電
話
が
あ
っ
た
。

【
結
果
】
事
業
者
に
苦
情
内
容
を
伝
え
る
と

と
も
に
、
県
の
担
当
課
に
も
報
告
し
ま
し
た
。

無
条
件
解
約
、
他
は
既
払
い
金
放
棄
で
解
約

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
美
顔
や
脱
毛
エ
ス
テ
を
き
っ
か
け

に
、
痩
身
エ
ス
テ
、
化
粧
品
、
健
康
食
品
、

美
顔
器
な
ど
を
次
々
に
売
り
つ
け
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
を
う

の
み
に
せ
ず
、
ま
た
強
引
な
勧
誘
で
も
必
要

で
な
い
も
の
は
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

◆消費生活センターのご案内◆
　消費生活センターには、消費生活に関するさまざまな図書、ビデオがあ

り、貸し出しも行っています。また、持ちかえり自由の上記各種のリーフ

レットを置いています。リサイクル手芸の展示も行っています。　

◆出前講座のご案内◆
　消費生活センターでは、10人以上のグループからの依頼があれば、ご希

望の場所へ出向いて講座を行なっています。相談事例をもとに、悪質商法

についてや、食品の安全等について、またご希望に応じてリサイクル手芸

教室も行います。日時・テーマについてご希望をお知らせください。

若者の

被害

高齢者の

被害

　

突
然
家
に
来
た

業
者
が
無
料
で
点

検
す
る
と
い
っ
て

上
が
り
込
み
、
排

水
管
工
事
や
床
下
補
強
・
換
気
扇
の
設
置
な

ど
を
契
約
さ
せ
る
「
点
検
商
法
」
、
警
報
装

置
や
浄
水
器
を
次
々
契
約
さ
せ
る
「
次
々
販

売
」
な
ど
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
一
人
暮
ら

高
額
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
契
約

　悪質業者の甘い言葉や強引さに惑わ

されず、いらないものははっきり断る

ことが肝心です。どんな場合でも、そ

の場で契約せず家族や周りの人に相談

しましょう。・キャッチセールス、アポイントメン

　トセールスなど販売目的を隠しての

　勧誘を禁止しています。

・点検商法について、勧誘時に工事や

　商品の内容を明示することを義務付

　けました。

・高齢者、判断力不十分者、学生など

　に対して不適当と思われる勧誘を禁

　止しています。

・不実告知、事実不告により、消費者

　が誤認して契約した場合の取消権を

　新設しました。

　以上の項目などが定められた他に、

クーリング・オフ回避やマルチ商法の

返品ルールについても明文化されて、

今まで諦めていたような場合でも交渉

できるようになりましたので、早めに

消費生活センターにご相談ください。

平成16年11月改正された
「特定商取引法」では…

個
人
情
報
に
つ
い
て
の
相
談
も
あ
り
ま
し
た

　「自分の情報は自分で守る」という

意識を持つことが大切です。そのため

には、気軽にアンケートに答えたり、

利用目的も確かめないで、個人情報を

提供するのはやめましょう。

■芦屋市での相談窓口

　消費生活センター　緯38-2034

　お困りです課　　　緯38-5401

　総務部総務課　　　緯38-2010

大切な個人情報を守るために

秋のアートフリーマーケット

【出店者を募集します】

　自作の絵画やクラフト、アクセサリーなどオ

リジナルの手作り品を自らの手で販売してみま

せんか。個人、グループで参加できます。

　要綱と申込み用紙は、下記へご請求ください。

■開催日　10月１日(土)・２日(日)　■会場　

美術博物館前庭　■申し込み　８月25日(木)必

着で。出品予定作品の写真をご用意ください。

■選考方法　美術博物館で写真選考

【ボランティアスタッフ募集】

■期間・内容　９月10日（土）参

加者説明会補助、広報活動／30

日（金）会場準備／10月１日（土）

・２日（日）会場統括、受付案内

■募集　２～３人（面接）　■対

象　20～50歳のかた　■交通費

等　１日2,000円を限度に実費

支給　■その他　詳細は下記へ

美術博物館＆あしみゅ～連携事業

めちゃめちゃ画家

元永定正氏と出会う夏

■日時　８月21日(日)午後１時30分～

３時　■内容　絵の作家と出会う。元

永定正さんと一緒に作品を見、話を聞

き、絵を描く　■参加費　300円　■

定員　小学生低・中学年の児童先着20

人。親子での参加も可　■申し込み　

ファクスまたは電話で下記へ

問い合わせ　美術博物館　緯38-5432/FAX38-5434(〒659-0052 伊勢町12-25)

◆平成16年度 消費生活相談のまとめ◆

平　成
16年度

相
談
件
数
上
位　
10

「下水」の水質検査結果　下水処理場緯32-1291

用語の説明【ＰＨ】水素イオン濃度。酸性度を示し７が中性。
７より大きいほどアルカリ性が、小さいほど酸性が強い【ＳＳ】
不溶性の固形物。水質汚染の原因になる【ＢＯＤ】生物化学的
酸素要求量。数値が高いほど有機物が多い。

活性汚泥
法処理に
よる基準

平成17年７月７日平成17年６月15日
　　　　　 試験日
試験項目

晴れ小雨／曇り天　　　候
26.0℃24.9℃気　　　温
処理水流入水処理水流入水検　水　名
25.625.925.725.0水　　　温（℃）
5.8～8.66.87.56.87.5Ｐ　　　Ｈ
70以下5102644Ｓ　　　Ｓ（葵/渥）
20以下7.1936.379Ｂ　Ｏ　Ｄ（葵/渥）
3,000以下054,000013,000大腸菌群数（個/悪）

前　日　曇り
前々日　 雨 

前　日　晴れ
前々日　晴れ

備　　　　　 　考


